
して総合教育会議が設置され、教育施策の方向性を共有
し、より一層の連携ができるようになりました。教育に
関する目標や施策の根本的な方針、教育の条件整備、児
童生徒の生命や身体の保護など、緊急の場合に対応すべ
きことなどを協議、調整します。
教育委員会の活動
　市内小中学校20校全てを訪問し、経営説明や施設な
どの視察、授業参観により、各学校の状況や校長の経営
姿勢、教職員・児童生徒の実態を把握し、教育現場との
意見交換を行っています。
　また教育委員研修会へ参加するほか、教育団体との意
見交換や入学・卒業式、市行事、生涯学習事業などに出
席し、市民の教育行政に関するニーズを把握しています。
　さらに教育委員会会議を開催し、教育現場の意見を踏
まえ、教育委員会規則などの見直しや、教育行政の運営
に関する基本方針の制定など、重要な方針を決定します。

教育委員会の仕組みや活動を知ろう
教育委員会とは
　教育委員会は「地方教育行政の組織及び運営に関する
法律」により、教育の中立性を確保し、地方の実情に即
した教育行政を行うために設けられた合議制の執行機関
です。市長が議会の同意を得て任命した教育長と、４人
の委員で組織され、教育長の任期は３年、委員の任期は
４年です。
　委員の任命については年齢、性別、職業などに著しい
偏りが生じないよう配慮し、保護者が含まれることとさ
れています。
　教育委員会では学校などの教育機関の管理、教職員な
どの人事、教育課程の編成、教科書の採択、学校給食、
生涯学習、スポーツ、文化財などに関する事務を執行し
ています。
教育委員会の制度
　平成26年の法律改正により、平成29年８月から教育
委員長と教育長を一本化した新しい教育長が設置されま
した。これにより、市長が教育長を任命する任命責任が
明確になり、教育委員会の責任者が教育長となりました。
　教育委員会では教育委員の合議により基本方針を決定
し、その方針に従い教育長が教育委員会事務局を統括し
て、執行する仕組みとなっています。
　また市長と教育委員が教育行政について話し合う場と 新入生を前に話しをする担任の先生

旭市教育委員会
庶務課（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）

生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

学びのひろば旭
vol.65

　大原幽学は「先祖株組合」という世界初の協同組合をつ
くった農村指導者です。出身は尾張藩（現在の愛知県）と
いわれています。18歳の時、家を勘当され20代を関西
地方で過ごしました。各地を回りながら多くの経験と学
問を学び、その後独自の教えである「性

せい

学
がく

」を説き、世
に道を施すことを目指した幽学は、各地で門人を増や
し、天保２（1831）年に初めて房総を訪れます。天保６
（1835）年長部村の名主遠藤伊兵衛に招かれてからは、
苦しい農村の暮らしの建て直しのために、この地を中心
にさまざまな指導を行いました。
　最も画期的なものが、天保９（1838）年につくられた
先祖株組合です。この組合は５両分の土地を一株とする

共有財産の制度で、困っているときに互いに助け合うこ
とができる協同組合の仕組みです。ほかにも生活の改善、
農業技術の指導、耕地整理、住居の移転など合理的で先
進的な農業改革を実現しました。門人の数は600人にも
及び、改

かい

心
しん

楼
ろう

という学びの場も建設されました。嘉永元
（1848）年２月に、長部村の領主清水氏は長部村の復興
を賞賛し、領内の村々の模範とすべきことを触れていま
す。
　しかし嘉永５（1852）年、反感を持つ勢力が改心楼へ
乱入したことをきっかけに、村を越えた農民の活動が怪
しまれ、幽学は裁判にかけられました。安政４（1857）
年には乱入騒ぎのもとになったと、有罪判決を受けます。
５年に及ぶ訴訟の疲労と村の荒廃を嘆き、翌年墓地で自
害。62歳でその生涯を閉じました。

幽学ゆかりの遺品など
が展示されている大原
幽学記念館

第６回
あさひ輝いた人々

大
お お

原
は ら

 幽
ゆ う

学
が く

 （1797〜1858年）

世界初の
農業協同組合
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